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第 6 章では，衝撃波パルスによる高減衰能合金の音響特性の測定について述べている。 Mnー Cu系
合金中のパルスの減衰及び速度の振巾依存性，温度依存性の測定を行ない，この合金の変態温度(約
500C) 以下で普通の金属(鋼等)にくらべて数10倍から 100 倍程度の減衰特性を示すことを明らかに
し，振巾が大きいほどその減衰効果は大きいなど興味ある結果を得ている。







:2) 固体資料として AI 多結晶を用い， 10-5~ 10-3程度の歪にわける衝撃波の減衰を測定し，さらにそ
の吸収機構を明らかにしている。
:3) 熱処理前後のAIの接着によって形成される境界面における非直線反射の測定を行ない，さらにそ
の解析をも行なっている。
:4) Mn-Cu系合金中での衝撃波の減衰の振巾依存性および温度依存性の測定を行ない，この合金の
高減衰特性を明らかにし，同時にこの合金を防振対策に利用する際の有用な知見を得ている。
以上のように，本論文は固体中における非直線現象の研究に新しい方法を提供し，応用面でも有用
な成果を上げている。その業績は工学の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文と
して f面{直あるものと 251める。
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